
 

２０２５年１０月３１日 

各 位 

株式会社 山口銀行 

 

「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」の契約締結について 

 

山口銀行（頭取 曽我 德將）は、株式会社松永牧場（代表取締役 松永 和平）と「ポジティブ・

インパクト・ファイナンス」契約を締結しましたので、下記のとおりお知らせします。 

当行は、地域金融機関としてＳＤＧｓ/ＥＳＧへの取り組みを強化し、様々な事業活動を通じ

て、多様な課題の解決に取り組み、地域の価値向上を実践していくことにより、持続可能な社会

の実現に貢献してまいります。 

記 

１. ローン概要 

ポジティブ・インパクト・ファイナンスとは、お客さまの企業活動が社会・環境・経済にもた

らすインパクト（ポジティブな影響とネガティブな影響）を包括的に特定・評価し、お客さまの

企業活動を通じたポジティブな影響の創出・継続、ネガティブな影響の抑制・緩和の支援を目的

とする融資商品です。 

 

２. 企業概要 

企 業 名 株式会社松永牧場 

所 在 地 島根県益田市種村町イ１７８０－１ 

代 表 者 松永 和平 

業 種 畜産業  

サステナビリティ向上

に向けた取り組み等 

当社は、島根県益田市にて肉牛牧場を運営しています。繁殖か

ら肥育まで一貫した体制を整え、自社ブランド「まつなが和牛」

「まつなが牛」を確立。食品残渣を活用した飼料化や牛糞を堆肥

化する仕組みにより、廃棄物削減や環境負荷の低減を実現するこ

とで、資源循環型の持続可能な畜産モデルを築いています。 

グループ会社では、乳牛の飼育をはじめ、太陽光発電事業や木

材リサイクル事業など多角的な事業展開を行っており、グループ

内外との連携によるサステナビリティの向上に積極的に取り組

み、地域社会および環境に配慮した事業運営を行っています。 

 

３. 契約概要 

契 約 日 ２０２５年１０月３１日 

融 資 金 額 １億円 

期 間 ５年 



４. 目標とＫＰＩ 

ポジティブインパクトの創出・継続、ネガティブインパクトの抑制・緩和の状況を測定・

管理できるよう以下のＫＰＩを設定しております。 

コア・ 

インパクト 
No. 目標・KPI / 直近の実績 

KPI 達成に向けた 

具体的な取組 

インパクトの種類 

関連する SDGs 

１．上質な

和牛の提供 

①  

【JGAP 認証の取得】 

 2028年 12月までに JGAP認証
※1を取得し、以降継続する 

 JGAP に準じた島根県の認証

制度である「美味しいしまね認

証ゴールド」の取得を維持する 

 JGAP 認証取得に求められる

生産工程管理、衛生管理、記

録管理体制を整備する 

 認証取得に向けたスケジュー

ル管理を徹底するとともに、従

業員へGAP基準の周知を行う 

 JGAP 認証取得後、第三者認

証機関からの年次審査や定期

モニタリングへの対応を継続

する 

【社会面】 

「健康及び安全

性」、「食糧」にお

ける PI の創出・継

続 

 

＜現状＞ 

 未取得 

②  

【低い事故率の維持】 

 毎年の事故率（牛の死亡率）

1％を維持する ※同業者平均

値 3％ 

 獣医師との連携強化により疾

病予防・早期治療に努める 

 飼養環境の定期的な点検と衛

生管理の徹底を図る 

 牛個体ごとの成長データや摂

取量を詳細に管理し、データ

に基づいた栄養設計を行う 

＜2024 年 12月期＞ 

 1.0005％ 

(1年間に死亡した頭数/現状の

家畜数) 

③  

【JAS規格認証の継続】 

 生産情報公表牛肉 JAS規格※2

の認証取得を継続する 

 生産履歴の正確な記録と追跡

可能な管理体制を維持する 

 関係法令や規格の最新情報

を収集し反映できる体制づくり

を行う 

 定期的な社内点検と改善を実

施するとともに、職員へJAS規

格に関する教育を強化する 

＜現状＞ 

 2004 年より認証取得継続 

２．健康を

重視した職

場環境の創

出 

④ 

【労災事故件数の減少】 

 休業 5 日以上のけがを毎年ゼ

ロにする 

 安全教育の回数を増やし、組

織全体の安全意識の向上を

図る 

 車両系、フォークリフトの技能

講習終了証を全員取得する 

【社会面】 

「雇用」におけるPI

の創出・継続 

「健康及び安全

性」における NIの

抑制・緩和 

 
 

＜2024 年 12月期＞ 

 2 件 

⑤ 

【有給休暇取得日数の増加】 

 2030 年 12 月期までに平均有

給休暇取得日数を 11日にする 

 5 日以上連続有給休暇取得者

へ奨励金を支給する 

 取得計画の策定と管理職によ

る取得推奨を行い、休暇取得

しやすい職場風土を醸成する 
＜2024 年１2月期＞ 

 平均有給休暇取得日数 5日 

⑥ 

【健康経営認定法人の継続】 

 健康経営優良法人認定を継続

更新する 

 従業員に健康経営優良法人

認定の内容理解を促すととも

に、定期的に労使間でコミュニ

ケーションをとることで、よりよ

い職場環境を整える 

 健康経営実践に向けた PDCA

サイクルを運用する 

＜現状＞ 

 2025 年 3月取得 



３．循環型

農業の実現 

⑦ 

【食品残渣の仕入量増加】 

 2030 年 12 月までに食品残渣

の年間仕入量を 20,000t 以上

にする 

 お茶かす等、仕入れる食品残

渣の種類を増やす 

 食品加工業者との連協強化や

新規開拓を図る 

 資源循環モデルの外部発信

等を強化する 

【環境面】 

「廃棄物」における

PIの創出・継続 

「水域」における

NIの抑制・緩和 

 

＜2024 年 12月期＞ 

 食品残渣仕入量 18,787t 

⑧ 

【家畜排せつ物の 

再生利用率 100％の維持】 

 家畜排せつ物の再生利用率

（堆肥化）100％を維持する 

 牛舎の拡大と販路の拡大を図

る 

 適切な発酵管理による堆肥化

プロセスの安定運用を図る 

＜2024 年 12月期＞ 

 家畜排せつ物の再生利用率

（堆肥化）100％ 

⑨ 

【ISO14001 認証の継続】 

 ISO14001の認証取得を継続す

る 

 環境方針と目標を定期的に見

直し、更新する 

 環境関連法規の遵守状況の

確認と内部監査を実施し、適

切な運用体制を維持する 

 従業員への環境教育、意識向

上活動を実施する 

＜現状＞ 

 2003 年より認証取得継続 

※1 JGAP 認証とは、農林水産省が推奨する「持続可能で安全な農業経営」を実現するための第三者認証制度。(正式名称：Japan Good 

Agriculture Practice、日本の良い農業の取り組み) 農産物や畜産物の生産現場において、食品安全、環境保全、労働安全、追

跡可能性（トレーサビリティ）等の項目を体系的に管理していることを示している。 

※2 生産情報公表牛肉ＪＡＳ認証とは、農林水産省が定めたＪＡＳ規格の一つで、牛肉の生産履歴と品質情報を明確に開示して販売

できることを示す第三者認証制度。消費者に対し、生産者情報や飼料情報、飼養管理情報、トレーサビリティ等を透明に開示し

ている。 

 

５. 山口フィナンシャルグループのマテリアリティ 

山口フィナンシャルグループは、持続可能な社会の実現に貢献していくために、「グルー

プサステナビリティ方針」を策定し、この方針に基づき、重点的に取り組むべきＥＳＧ課

題である「マテリアリティ」を特定しております。本件は、１２のマテリアリティの中で、

「④商品・サービスの安全性と品質向上」、「⑤省資源・省／創エネルギーへの対応」、「⑥

大気汚染・気候変動への対応」、「⑦環境に配慮した商品・サービス開発」、「⑧人材育成・

研修機会の創出」、「⑨安心・安全な労働環境作り」の実現に資する取り組みです。 

以 上 

 
【本件に関するお問い合わせ先】 

事業性評価部 ソリューション推進グループ 

担当：栁川・江藤 ＴＥＬ：０８３－２２３－３４４８ 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社松永牧場 

ポジティブ・インパクト・ファイナンス評価書 
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【原則に基づく評価実施】 

YMFG グロースパートナーズは、山口銀行が株式会社松永牧場に対してポジティブ・インパクト・ファイナンスを

実施するにあたって、株式会社松永牧場の事業活動が環境・社会・経済に及ぼすインパクト（ポジティブインパク

ト、ネガティブインパクト）を分析・評価した。 

この分析・評価は国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が提唱した「ポジティブ・インパクト金融原則」

及び ESG 金融ハイレベル・パネルに設置されたポジティブインパクトファイナンスタスクフォースが取りまとめた

「インパクトファイナンスの基本的考え方」に則ったうえで、YMFG グロースパートナーズが開発した評価体系に

基づいている。 
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II . 企業情報 

  II -2. 企業の概要 

株式会社松永牧場（以下、「同社」という）は、島根県益田市を拠点に、畜産業を展開しており、肉牛の繁殖・肥

育を中心に、複数の牧場を運営することで地域に根差した生産体制を確立している。1973 年の創業以来、徹底し

た品質管理や衛生管理により安定した供給体制を維持しており、現在の総飼養頭数は約 7,500 頭と、年々、飼養

規模を拡大している。 

 関連会社には、乳牛を飼育する酪農事業のほか、太陽光発電事業、木材のリサイクル事業なども展開してお

り、グループ全体で畜産と環境の調和を目指した先進的な経営モデルを確立している。 

◆基本情報 

会 社 名 株式会社松永牧場 

設 立 1973年 8 月 29日 

代 表 者 代表取締役 松永 和平 

事 業 内 容 肉牛の繁殖・肥育、牛糞堆肥製造・販売、飼料作物の生産、食品残渣の飼料再生 

資 本 金 58,467 千円 

売 上 高 36億円 （2024年 12月期） 

従 業 員 数 30名 （2025年 9月末） 

所 在 地 島根県益田市種村町ｲ 1780番地１ 

関 連 会 社 

・株式会社メイプル牧場 （主な事業内容：酪農） 

・株式会社萩牧場 （主な事業内容：肉牛の肥育） 

・株式会社浜田メイプル牧場 （主な事業内容：酪農） 

・株式会社ソーラーファーム （主な事業内容：太陽光発電設備管理） 

・株式会社石見ウッドリサイクル （主な事業内容：樹木、抜根、流木、解体木材のリサイクル） 

飼 養 頭 数 

【株式会社松永牧場 単体】 

7,584頭 （2025 年 9月末） 

 内、和牛 4,908頭、F1（交雑種）2,676 頭 

【グループ全体】 

12,144頭 （2025 年 9月末） 

 内、和牛 6,835頭、F1（交雑種）3,161 頭、乳牛（ホルスタイン）2,148 頭 

 

◆沿 革 

1 9 7 3 年 8月 29日、法人登録 

1 9 7 4 年 島根県農業公社牧場として開発を進める 

1 9 8 4 年 
種地畜有機物稲藁利用組合を結成 

地域畜産総合対策事業を導入 

1 9 8 5 年 堆肥の販売開始 

1 9 8 8 年 繁殖を開始 

1 9 9 2 年 和牛の導入開始 

1 9 9 3 年 日本農業賞受賞 

1 9 9 5 年 
島根県農業公社牧場事業を取り入れ規模拡大 

血中ビタミン分析を開始 

1 9 9 7 年 全国肉牛共進会交雑の部にて最優秀賞を受賞 

2 0 0 0 年 株式会社石見ウッドリサイクル設立 
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2 0 0 1 年 3年連続体外受精卵産子枝肉共励会にて最優秀賞を受賞 

2 0 0 3 年 ISO14001.1996 取得 

2 0 0 4 年 生産情報公表牛肉 JAS取得 

2 0 0 5 年 株式会社メイプル牧場設立 

2 0 0 7 年 全国優良畜産経営管理技術発表会 最優秀賞受賞 

2 0 0 8 年 
食品残渣飼料化プラント完成 

内閣総理大臣賞を受賞 

2 0 1 1 年 「安全で美味しい島根の県産品認証書」「東京都生産情報提供食品事業者登録証」取得 

2 0 1 2 年 株式会社萩牧場、株式会社ソーラーファーム設立 

2 0 1 3 年 11月 10日組織変更「株式会社」へ 

2 0 1 5 年 全国肉用牛枝肉共励会 名誉賞受賞 

2 0 1 7 年 株式会社浜田メイプル牧場設立 

2 0 2 0 年 全国肉用牛枝肉共励会 名誉賞受賞 

2 0 2 1 年 全国肉用牛枝肉共励会 最優秀賞受賞 

2 0 2 2 年 全国肉用牛枝肉共励会 名誉賞受賞 

2 0 2 3 年 
堆肥舎新設 

全国肉用牛枝肉共励会 名誉賞受賞 

 

  II -3. 事業の内容 

同社は、肉牛の繁殖・肥育を中心とした畜産業を展開している。繁殖から肥育までを一貫して行う体制を整え、

自社ブランドである 「まつなが和牛」 「まつなが牛」 を確立。グループ内外の連携により、資源循環型の持続可

能な畜産モデルを構築している。同社グループ全体のビジネスモデル及び同社の事業内容は以下の通り。 

◆グループ全体のビジネスモデル 

 

食品加工会社 

<大豆、豆腐加工> 

<酒類製造> 

<調味料（醤油）製造> 

<果実飲料製造> 

 

畜産飼料製造会社 

<養牛用飼料製造> 

 

(2) 環境 

<飼料製造> 

 

(1) 畜産 

<肉牛の繁殖> 

<肉牛の肥育> 

   

食肉加工 

会社 

 

小売店 

（スーパー） 
 

飲食店 

 飼料 

仕入 

    

 肉用牛卸（出荷） 肉牛卸 

食品残渣 
     

・ 
飼料仕入 

     

    
 

    

  
 

      

         

 飼料 

仕入 <酪農>  集乳 
乳製品 

製造会社  

乳製品 

卸 小売店 
(スーパー)        

      
 

    

           
      

(2) 環境 

<堆肥生産>  

堆肥 

卸 
堆肥製品 

製造会社 

堆肥製品

卸 小売店 
（ホームセンター） 

      

        

           
    

 

      

    <太陽光発電 

設備管理> 

電力供給 
電力会社       

      自家消費     

    
 

      

           

建設関連会社 

<建設資材製造> 

<建築、土木工事> 

 
<木材チップ 

製造>  

 
発電会社  樹木・抜根・流木・解体木材の仕入 木材チップの販売 

  

    自社牧場の敷物    

㈱松永牧場 

石見ウッドリサイクル 

ソーラ―ファーム 

㈱松永牧場 

※萩牧場でも同事業を展開 

メイプル牧場 
浜田メイプル牧場 

排
せ
つ
物
の
収
集
運
搬 
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(１) 畜産事業（繁殖・肥育） 

同社では主に、和牛と F1（交雑種）の 2 種類の牛を肥育しており、繁殖から肥育までを一貫して行うこと

で、高品質と安定供給を実現している。肥育には、おからや酒粕、醤油粕、搾汁後果皮などの食品残渣を

乳酸発酵させた「うの花サイレージ（自社製造）」を活用することで、栄養価の高い飼料として牛の消化吸収

を助け、健康的な成長を支えている。さらに、個体ごとの成長データや摂取量を詳細に管理し、データに基

づいた栄養設計を行うことで、効率的かつ適切な肥育を可能にしている。 

 

(２) 環境事業 

食品残渣を活用した飼料化と、畜産排せつ物（牛糞）を堆肥化する仕組みの構築により、循環型の畜産

モデルを確立している。これにより廃棄物削減、環境負荷低減を実現している。 

 

III . サステナビリティ活動 

  III -1. 社会面での活動 

(１) 上質な和牛の安定供給 

肉質に優れた上質な和牛の安定供給を実現するため、科学的根拠に基づいた栄養管理と徹底した衛生

管理を行っている。牛の個体ごとの成育状況や体調に応じて最適な飼料設計を行い、健康を維持しながら

肉質向上を図る体制を整えている。牛の健康面においては、常時 11 名の獣医師と連携することで、病気予

防や早期発見できるように努めている。また、衛生面においても、牛舎の清掃・消毒を定期的に行い、病原

体の侵入リスクを最小限に抑えるなど、安心・安全な畜産環境の整備に努めている。 

こうした長年の取り組みにより、近年では「全国肉用牛枝肉共励会」において名誉賞や最優秀賞を受賞す

るなど数多くの受賞歴があり、その生産技術と品質は全国的に高く評価されている。また、島根県内の GAP

（農業生産工程管理）認証制度である「美味しいしまね認証ゴールド」も獲得しており、県内においても確固

たるブランドを確立している。今後は、JGAP認証（注 1）の取得も計画しており、更なる品質向上とブランド力

強化を目指している。 

     注 1：農林水産省が推奨する「持続可能で安全な農業経営」を実現するための第三者認証制度。        

(正式名称：Japan Good Agriculture Practice、日本の良い農業の取り組み) 農産物や畜産物の生産

現場において、食品安全、環境保全、労働安全、追跡可能性（トレーサビリティ）等の項目を体系的に

管理していることを示している。 

     ◆牛舎、賞状 

    

(出所 ： 同社の社内資料より) 
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(２) 食の安心・安全の確保 

消費者に安心・安全な和牛を届けるため、生産から出荷までの全工程におけるトレーサビリティ体制を強

化している。各個体には個体識別番号が付与され、出生、肥育、給餌、健康管理、出荷に至るまでの詳細

な記録を電子的に管理し、万が一のトラブル時にも迅速に履歴を特定・対応できる体制を整えている。同社

は、生産情報公表牛肉 JAS 認証（注 2）を取得しており、安全性の担保と透明性の確保に取り組んでいる。 

注 2： 農林水産省が定めた JAS 規格の一つで、牛肉の生産履歴と品質情報を明確に開示して販売できる

ことを示す第三者認証制度。消費者に対し生産者情報や飼料情報、飼養管理情報、トレーサビリティ

等を透明に開示している。 

◆生産履歴（うしの証明書）サンプル 

 

(出所 ： 同社の社内資料より) 

 

(３) 労働災害ゼロに向けた取り組み 

全従業員が安心・安全に働ける職場環境の構築を目指し、「労働災害ゼロ」を掲げた安全対策に取り組

んでいる。定期的に安全教育を実施し、危険予知（KYT）や作業手順の確認を通じて、事故の未然防止を図

っている。また、農業機械や重機などの操作に必要な技能講習への参加を義務化し、新人からベテランま

で技能レベルに応じた指導を行うことで、従業員の安全意識向上と組織的な安全体制の強化に努めている。 

 

(４) 休日・休暇制度の拡充 

 従業員の働きやすい職場づくりの一環として、休日・休暇制度の充実に力を入れている。年間休日の増加

を段階的に進めるとともに、有給休暇の取得を積極的に推進している。5 日以上連続有給休暇取得者への

奨励金支給や、繁忙期と閑散期の業務量調整により、畜産業という特殊な勤務体系においても、計画的に

休暇が取得できる体制を整備している。 

 

(５) 従業員のヘルスケアサポート 

従業員の健康維持・増進を企業の重要な責務と捉え、健康経営に積極的に取り組んでいる。2025年 3月

には「健康経営認定企業」の認証を取得し、定期健康診断の徹底、メンタルヘルス対策、産業医との連携に

よる健康相談体制の整備など、実践的な取り組みを推進している。 
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  III -2. 環境面での活動 

(１) 食品残渣の資源循環 

食品加工業者などから発生する食品残渣を飼料として再利用することで、資源循環型の畜産経営を推進

している。同社は、年間約 18,000ｔの食品残渣を再利用しており、環境負荷低減に大きく寄与している。食品

残渣の種類としては、豆腐粕や酒粕、搾汁かす等の植物性のものを仕入れており、発酵や乾燥等の前処理

を経て飼料化（「うの花サイレージ」）することで、良質な飼料の製造と廃棄物の削減を同時に実現している。 

 ◆食品残渣の飼料化「うの花サイレージ」 

    

    

(出所 ： 同社の社内資料より) 

 
(２) 畜産排せつ物の再利用 

家畜排せつ物は、野積みや素堀といった不適切な管理によって、悪臭の発生や、河川等への流失によ

る水質汚染など、環境問題の発生源としての側面を有している。こうした影響を考慮し、同社では、牛舎から

回収した排せつ物を、専用施設で発酵・熟成させ、高品質な有機堆肥として再利用している。発酵過程では

臭気対策や病原菌抑制にも配慮し、環境負荷を抑えつつ農業資源としての利活用できる仕組みを構築して

いる。同社から出た排せつ物は、100％堆肥化を実現しており、生成された堆肥は地元のホームセンターに

供給され、地元の農作物生産に貢献している。 

◆排せつ物の堆肥化 

    

(出所 ： 同社の社内資料より) 
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IV . インパクトの特定・評価 

  IV -1. バリューチェーン分析 

前段までの内容で、同社の事業内容及びサステナビリティ活動について詳しく理解を進めてきた。これらの内容

を踏まえた上で、以降の段では同社の事業活動が社会・経済・環境にもたらすインパクトを特定し、評価していく。 

そのためにまず、同社のバリューチェーンを把握し、同社の事業活動と関連する業種を国際標準産業分類にお

ける業種コードで整理する。 

同社は肉牛の繁殖・肥育を中心とした畜産業を展開するとともに、飼料の製造や堆肥の製造も行っている。その

ため、同社の事業における業種を、「0141：畜牛および水牛の飼育」、「1080：加工飼料製造業」、「2012：肥料及び

窒素化合物製造業」と定義した。 

川上の事業の業種については、おからや酒粕、醤油粕、搾汁後果皮など、飼料となる食品残渣の仕入先業種で

ある「1030：果実及び野菜加工・保存業」、「1079：他に分類されないその他の食料品製造業」、「1101：酒類の蒸留、

精留及び混合業」と定義した。 

川下の事業の業種については、同社の卸先である「1010：肉の加工・保存」、「4630：食料品、飲料及びたばこ卸

売業」、および同社の肉牛の取扱い先となる「4711：食料品、飲料またはたばこが主な非専門店小売業」、「4721：

専門店による食料品小売業」、「5610：レストラン及び移動式飲食業」と定義した。 

 ◆バリューチェーン 

川上の事業  同社の事業  川下の事業 
     

（業種コード：業種） 

1030：果実及び野菜加工・保存業 

1079：他に分類されないその他の食

料品製造業 

1101：酒類の蒸留、精留及び混合業 

 （業種コード：業種） 

0141：畜牛および水牛の飼育  

1080：加工飼料製造業 

2012：肥料及び窒素化合物製造業 

 

 （業種コード：業種） 

1010：肉の加工・保存 

4630：食料品、飲料及びたばこ卸売

業 

4711：食料品、飲料またはたばこが 

主な非専門店小売業 

4721：専門店による食料品小売業 

5610：レストラン及び移動式飲食業 
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  IV -2. インパクトレーダーによるマッピング 

バリューチェーン分析によって確認した同社の事業活動と関連する業種について、UNEP_FI が提供するインパク

トレーダーを使用し、各インパクトトピックにおけるポジティブインパクト（以下、「ＰＩ」という）、ネガティブインパクト

（以下、「ＮＩ」という）の発現状況を確認し、同社のインパクトを整理する。 

なお、発現しているインパクトトピックの中でも、同社の事業活動に関係の薄いトピックである「現代奴隷」、「児童

労働」、「自然災害」、「水」、「文化と伝統」、「民族・人種平等」、「その他の社会的弱者」、「大気」、「土壌」、「生物

種」、「生息地」、「資源強度」は対象外とする。 

(１) 川上の事業における発現したインパクト 

川上の事業におけるＰＩ・ＮＩの発現状況は下の図の通り。PI において、社会面では、「健康及び安全性」、

「食糧」、「雇用」、「賃金」が、経済面では、「零細・中小企業の繁栄」が発現し、環境面では発現していない。 

一方、NI において、社会面では、「健康及び安全性」、「食糧」、「賃金」、「社会的保護」が、環境面では「気

候の安定性」、「水域」、「廃棄物」が発現し、経済面では発現していない。 

◆川上の事業におけるインパクトレーダー 

インパクト 

トピック  

インパクトレーダーにより発現したインパクト 

果実及び野菜加工 

・保存業 

他に分類されない 

その他の食料品製造業 

酒類の蒸留、精留 

及び混合業 

ＰＩ ＮＩ ＰＩ ＮＩ ＰＩ ＮＩ 

社
会 

健康及び安全性 ● ●  ● ● ●● 

水      ●● 

食糧 ●● ●● ●● ●●   

文化と伝統 ●  ●  ●  

雇用 ●  ●  ●  

賃金 ● ●● ● ●● ● ●● 

社会的保護  ●  ●  ● 

経
済 

零細・中小企業の繁栄 ●  ●  ●  

環
境 

気候の安定性  ●  ●  ● 

水域  ●  ●  ●● 

生物種  ●●     

資源強度  ●●  ●●  ●● 

廃棄物  ●●  ●●  ●● 

 ※●の数でインパクトの強弱を表現 

（出所 ： インパクトレーダー改定版 2022 を用いて YMFGグロースパートナーズ作成） 

 

(２) 同社の事業における発現したインパクト 

同社の事業におけるＰＩ・ＮＩの発現状況は下の図の通り。PI において、社会面では、「健康及び安全性」、

「食糧」、「雇用」、「賃金」が、経済面では、「零細・中小企業の繁栄」が発現し、環境面では発現していない。 

一方、NIにおいて、社会面では、「健康及び安全性」、「賃金」、「社会的保護」、「ジェンダー平等」が、環境

面では、「気候の安定性」、「水域」、「廃棄物」が発現し、経済面では発現していない。 
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◆同社の事業におけるインパクトレーダー 

インパクト 

トピック 

インパクトレーダーにより発現したインパクト 

畜牛及び 

水牛の飼育 
加工飼料製造業 

肥料及び 

窒素化合物製造業 

ＰＩ ＮＩ ＰＩ ＮＩ ＰＩ ＮＩ 

社
会 

 

現代奴隷  ●●     

児童労働  ●●     

自然災害  ●●     

健康及び安全性 ●● ●●  ●  ●● 

水  ●●     

食糧 ●●    ●  

雇用 ●●  ●  ●  

賃金 ● ●● ● ●● ● ●● 

社会的保護  ●●  ●  ● 

ジェンダー平等  ●●     

民族・人種平等  ●●     

その他の社会的弱者  ●●     

経
済 

零細・中小企業の繁栄 ●  ●    

環
境 

気候の安定性  ●●  ●  ●● 

水域  ●●  ●  ●● 

大気  ●●  ●●  ●● 

土壌  ●●    ●● 

生物種  ●●    ● 

生息地  ●●  ●●  ● 

資源強度  ●●  ●●  ●● 

廃棄物  ●●  ●●  ●● 

 ※●の数でインパクトの強弱を表現 

（出所 ： インパクトレーダー改定版 2022 を用いて YMFGグロースパートナーズ作成） 

 

(３) 川下の事業におけるインパクトレーダー 

同社の事業におけるＰＩ・ＮＩの発現状況は下の図の通り。PI において、社会面では、「健康及び安全性」、

「食糧」、「雇用」、「賃金」が、経済面では、「零細・中小企業の繁栄」が発現し、環境面では発現していない。 

一方、NIにおいて、社会面では、「健康及び安全性」、「食糧」、「賃金」、「社会的保護」が、環境面では、「気

候の安定性」、「水域」、「廃棄物」が発現し、経済面では発現していない。 

◆川下の事業におけるインパクトレーダー 

インパクト 

トピック 

インパクトレーダーにより発現したインパクト 

肉の加工・保存 
食料品、飲料 

及びたばこ卸売業 

食料品、飲料また

はたばこが主な非

専門店小売業 

専門店による 

食料品小売業  

レストラン及び移動

式飲食業  

ＰＩ ＮＩ ＰＩ ＮＩ ＰＩ ＮＩ ＰＩ ＮＩ ＰＩ ＮＩ 

社
会 

 

現代奴隷          ● 

健康及び安全性 ● ●  ●  ●  ●  ● 

食糧 ●● ●● ● ● ● ● ●  ●  

文化と伝統 ●      ●●  ●●  

雇用 ●  ●  ●  ●  ●  

賃金 ● ●● ●  ●  ●  ● ● 

社会的保護  ●  ●  ●  ●  ● 
経
済 

零細・中小企業の繁栄 ●  ●  ●●  ●●    

環
境 

気候の安定性  ●  ●       

水域  ●  ●       

大気    ●       

生物種  ●●  ●       

生息地    ●       

資源強度  ●●         

廃棄物  ●●  ●    ●  ● 

 ※●の数でインパクトの強弱を表現 

（出所 ： インパクトレーダー改定版 2022 を用いて YMFGグロースパートナーズ作成） 
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(４) インパクトの整理 

同社における PI 要因・NI 要因を、インパクトレーダーにて出現したインパクトごとの機会またはリスクとなる

要因と、同社の事業内容及びサステナビリティ活動を踏まえ、10 のインパクトトピックから以下の通り整理した。 

◆同社における PI要因・NI要因 

インパクトトピック PI 要因 NI 要因 

社
会 

健康及び安全性 
 上質な和牛の安定提供により人々の健康的な食生

活に貢献している 

 安全教育の実施や技能講習の全員受講など、安全

に働ける職場環境を構築している 

 所定休日日数の増加や有給休暇の取得推進によ

り、従業員のワークライフバランス確保に努めている 

食糧 

 栄養価の高い飼料の使用、獣医師と連携した個体ご

との体調管理、「美味しいしまね認証ゴールド」の認

証取得、JAS 規格認証取得など、安心安全で上質な

和牛を生産している 

 

雇用 

 「健康経営認定企業」の認定取得など、従業員の健

康維持増進に向けた取り組みを実践し、働きやすい

職場づくりを行っている 

 

賃金 
 安定した所得水準の確保により、地域雇用の維持・

拡大に貢献できる 

 業界的に労働対価が低く不安定な収入になる可能性

がある 

社会的保護  
 業界的に非公式な労働が生じ、社会的保護が十分に

適用されない可能性がある 

ジェンダー平等   女性の権利が軽視される可能性がある 

経
済 

零細・中小企業

の繁栄 

 零細・中小企業にビジネス機会を提供する可能性の

ある業界である 
 

環
境 

気候の安定性  

 事業活動上での GHG 排出量が懸念される 

 家畜排せつ物の適正管理・堆肥化によって温室効果

ガス（メタン・窒素）排出を抑制する 

水域  

 家畜排せつ物を適正に管理し、100％堆肥化して販

売することで、河川等への汚水放流を防ぎ、水質汚

染防止に貢献している 

廃棄物 
 食品残渣を使用した飼料「うの花サイレージ」を自社

製造することで、食物の廃棄物削減に貢献している 

 古い機械の更新時に、大量の廃棄物が排出される可

能性がある 

青字・・・PI を創出・継続する同社の取組 

赤字・・・NI を抑制・緩和する同社の取組 

黒字・・・インパクトレーダーにて発現したインパクトごとの機会またはリスク 
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  IV -3. インパクトの特定 

同社の事業内容及びサステナビリティ活動、バリューチェーン分析、インパクトレーダーによるマッピングを基に

整理したインパクトのうち、ポジティブ・ネガティブの両面で特に重要性が高いと考えられるインパクト（以下、「コア・

インパクト」という）を以下の通り特定した。 

◆コア・インパクト 

NO. コア・インパクト 同社の方針・具体的取組内容 
インパクトの種類 

関連する SDGs 

1 上質な和牛の提供 

・ 上質な和牛の安定提供により人々の健康的な食生活に貢献している 

・ 栄養価の高い飼料の使用、獣医師と連携した個体ごとの体調管理、「美味

しいしまね認証ゴールド」の認証取得、JAS 規格認証取得など、安心安全

で上質な和牛を生産している 

【社会面】 

「健康及び安全性」、「食

糧」における PI の創出・

継続 

 

2 
健康を重視した 

職場環境の創出 

 「健康経営認定企業」の認定取得など、従業員の健康維持増進に向けた

取り組みを実践し、働きやすい職場づくりを行っている 

 安全教育の実施や技能講習の全員受講など、安全に働ける職場環境を

構築している 

 所定休日日数の増加や有給休暇の取得推進により、従業員のワークラ

イフバランス確保に努めている 

【社会面】 

「雇用」における PI の創

出・継続 

「健康及び安全性」にお

ける NI の抑制・緩和 

 

3 循環型農業の実現 

・ 食品残渣を使用した飼料「うの花サイレージ」を自社製造することで、食

物の廃棄物削減に貢献している 

・ 家畜排せつ物を適正に管理し、100％堆肥化して販売することで、河川等

への汚水放流を防ぎ、水質汚染防止に貢献している 

【環境面】 

「廃棄物」における PI の

創出・継続、 

「水域」における NI の抑

制・緩和 
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  IV -4. インパクトニーズの確認 

(１) 日本におけるインパクトニーズ 

同社における事業の主体は日本国内におけるものであり、日本国内における「SDG ダッシュボード＆トレン

ド」を参照し、インパクトニーズと特定したコア・インパクトとの整合性を確認する。 

コア・インパクトと関連する SDGｓのゴールは「3・6・8・12」の 4 項目と考えられる。「3．すべての人に健康と

福祉を」、「6．安全な水とトイレを世界中に」、「8．働きがいも企業成長も」、「12．つくる責任、使う責任」いず

れの進捗状況も、“適度に改善している”と評価されており、日本国内において更なる取り組みが求められて

いる。 

コア・インパクトは、日本国内のインパクトニーズと整合していることを確認した。 

◆日本におけるＳＤＧダッシュボード＆トレンド 

 

(出所 ： SDSN のホームページより一部抜粋) 
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(２) 島根県におけるサステナビリティの方向性との整合性 

同社における事業の主体は島根県内におけるものであることから、島根県が、県の最上位の行政計画とし

て、今後の施策運営の総合的な指針を示すために策定した「島根創生計画（第 2 期）」において、「県が実施

する対策（柱・基本目標・政策）」を参照し、島根県の今後の方向性と特定したコア・インパクトとの整合性を確

認する。 

本件にて特定したコア・インパクトは全項目において島根県の政策と整合しており、本件取り組みと島根県

のサステナビリティの方向性が合致していることを確認した。 

◆島根創生計画（第 2期）における県が実施する対策（柱・基本目標・政策） 

柱 基 本 目 標 政 策 

人
口
減
少
に
打
ち
勝
つ
た
め
の
総
合
戦
略 

Ⅰ．活力ある産業をつくる 

① 魅力ある農林水産業づくり 

② 力強い地域産業づくり 

③ 人材の確保・育成 

Ⅱ．結婚・出産・子育ての希望をかなえる ④ 結婚・出産・子育てへの支援 

Ⅲ．地域を守り、のばす 

⑤ 中山間地域・離島の暮らしの確保 

⑥ 地域の強みを活かした圏域の発展 

⑦ 地域の経済的自立の促進 

⑧ 地域振興を支えるインフラの整備 

⑨ 地域の生活基盤を支える人材の確保 

Ⅳ．島根を創る人をふやす 

⑩ 島根を愛する人づくり 

⑪ 新しい人の流れづくり 

⑫ 女性活躍の推進 

 

生
活
を
支
え
る 

  
 

サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

Ⅴ．健やかな暮らしを支える 
⑬ 保健・医療・介護の充実 

⑭ 地域共生社会の実現 

Ⅵ．心豊かな社会をつくる 

⑮ 教育の充実 

⑯ スポーツ・文化芸術の振興 

⑰ 人権の尊重と相互理解の促進 

⑱ 自然、歴史・文化の保全と活用 

安
心
安
全
な 

  

県
土
づ
く
り 

Ⅶ．暮らしの基盤を支える 
⑲ 生活基盤の確保 

⑳ 生活環境の保全 

Ⅷ．安心・安全な暮らしを守る 
㉑ 防災対策の推進 

㉒ 安全な日常生活の確保 

(出所 ：「島根創生計画（第 2期）」を用いて YMFGグロースパートナーズ作成) 

 

◆コア・インパクトと島根県の政策との整合性 

コア・インパクト 島根県の政策 

１．上質な和牛の提供 

①魅力ある農林水産業づくり 

②力強い地域産業づくり 

㉒安全な日常生活の確保 

２．健康を重視した職場環境の創出 
③人材の確保・育成 

⑬保健・医療・介護の充実 

３．循環型農業の実現 

①魅力ある農林水産業づくり 

⑱自然、歴史・文化の保全と活用 

⑳生活環境の保全 
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  IV -5. 山口銀行の方向性との整合性 

本ポジティブ・インパクト・ファイナンス（以下、「本件」という）の取り組みと、山口銀行のホールディングスカンパ

ニーである山口フィナンシャルグループ（以下、「山口ＦＧ」という）におけるサステナビリティの方向性との整合性を

確認する。山口ＦＧは、持続可能な社会の実現に貢献していくために、「グループサステナビリティ方針」を策定し、

この方針に基づき、重点的に取り組むべきＥＳＧ課題である「マテリアリティ」を特定している。本件にて特定したコ

ア・インパクトは全項目において山口ＦＧのマテリアリティと整合しており、本件取り組みと山口ＦＧの方向性が合致

していることを確認した。 

 

 ◆山口ＦＧ「グループサステナビリティ方針」 

私たちは、地域の皆さまと共に歩み、共に成長するため、 

様々な事業活動を通じて、多様な課題の解決に取り組み、 

地域の価値向上を実践していくことにより、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

 

 ◆山口ＦＧ「マテリアリティ」 

 
(出所 ： 山口 FGのホームページより一部抜粋) 

◆コア・インパクトと山口ＦＧのマテリアリティとの整合性 

コア・インパクト 山口ＦＧのマテリアリティ 

１．上質な和牛の提供 ④商品・サービスの安全性と品質向上 

２．健康を重視した職場環境の創出 
⑧人材育成・研修機会の創出 

⑨安心・安全な労働環境づくり 

３．循環型農業の実現 

⑤省資源・省/創エネルギーへの対応 

⑥大気汚染・気候変動への対応 

⑦環境に配慮した商品・サービス開発 
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  IV -6. インパクトの評価 

特定したコア・インパクトは、4個のインパクトトピック（「健康及び安全性」「食糧」「雇用」「廃棄物」）において PIを

創出・継続すること、2 個のインパクトトピック（「健康及び安全性」「水域」）において NI を抑制・緩和することが期待

できる。また、日本国内における SDGｓの進捗状況から鑑みたニーズ、および島根県の行政指針との整合性を有

しており、同社の取り組みは日本国・島根県にとって好影響を与えることが想定される。 

本件の貸付人である山口銀行の方向性とも整合しており、同社に対する本件スキームを活用した貸付は、山口

銀行にとっても十分に意義のあるものと考えられる。 

以上より、本件において特定したコア・インパクトは、社会・経済・環境の持続的可能性の向上と同社の企業価値

向上に資する取り組みであると評価する。 

 

V . 目標・KPI 

  V -1. インパクトにおける KPI設定 

発現した PI の創出・継続、NI の抑制・緩和を実現させるため、特定したコア・インパクトについての状況を測定・

管理できるように、それぞれに対する 2030年までの KPI を設定した。 

◆目標・ＫＰＩ 

コア・ 

インパクト 
No. 目標・KPI / 直近の実績 

KPI 達成に向けた 

具体的な取組 

インパクトの種類 

関連する SDGs 

１．上質な和牛

の提供 

①  

【JGAP 認証の取得】 
 2028 年 12 月までに JGAP 認証※1を取

得し、以降継続する 

 JGAP に準じた島根県の認証制度であ

る「美味しいしまね認証ゴールド」の取

得を維持する 
 JGAP認証取得に求められる生産工程

管理、衛生管理、記録管理体制を整備

する 
 認証取得に向けたスケジュール管理を
徹底するとともに、従業員へ GAP 基準

の周知を行う 
 JGAP 認証取得後、第三者認証機関

からの年次審査や定期モニタリングへ

の対応を継続する 

【社会面】 

「健康及び安全性」、

「食糧」における PI の

創出・継続 

 ＜現状＞ 

 未取得 

②  

【低い事故率の維持】 
 毎年の事故率（牛の死亡率）1％を維持

する ※同業者平均値 3％ 

 獣医師との連携強化により疾病予防・

早期治療に努める 

 飼養環境の定期的な点検と衛生管理

の徹底を図る 

 牛個体ごとの成長データや摂取量を詳

細に管理し、データに基づいた栄養設

計を行う 

 
＜2024年 12 月期＞ 

 1.0005％ 
(1 年間に死亡した頭数/現状の家畜数) 

③  

【JAS規格認証の継続】 
 生産情報公表牛肉 JAS 規格※2の認証

取得を継続する 

 生産履歴の正確な記録と追跡可能な

管理体制を維持する 

 関係法令や規格の最新情報を収集し

反映できる体制づくりを行う 

 定期的な社内点検と改善を実施すると

ともに、職員へ JAS規格に関する教育

を強化する ＜現状＞ 

 2004 年より認証取得継続 
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２．健康を重視

した職場環境

の創出 

④ 

【労災事故件数の減少】 
 休業 5 日以上のけがを毎年ゼロにする 

 安全教育の回数を増やし、組織全体

の安全意識の向上を図る 

 車両系、フォークリフトの技能講習終

了証を全員取得する 

【社会面】 

「雇用」における PI の

創出・継続 

「健康及び安全性」に

おける NI の抑制・緩

和 

 
 

＜2024年 12 月期＞ 

 2 件 

⑤ 

【有給休暇取得日数の増加】 
 2030 年 12 月期までに平均有給休暇取

得日数を 11 日にする 

 5 日以上連続有給休暇取得者へ奨励

金を支給する 

 取得計画の策定と管理職による取得

推奨を行い、休暇取得しやすい職場風

土を醸成する 
＜2024年１2 月期＞ 

 平均有給休暇取得日数 5 日 

⑥ 

【健康経営認定法人の継続】 
 健康経営優良法人認定を継続更新す

る 

 従業員に健康経営優良法人認定の内

容理解を促すとともに、定期的に労使

間でコミュニケーションをとることで、よ

りよい職場環境を整える 

 健康経営実践に向けた PDCA サイク

ルを運用する 

 

＜現状＞ 

 2025年 3 月取得 

３．循環型農業

の実現 

⑦ 

【食品残渣の仕入量増加】 
 2030 年 12 月までに食品残渣の年間仕

入量を 20,000t以上にする 

 お茶かす等、仕入れる食品残渣の種

類を増やす 

 食品加工業者との連協強化や新規開

拓を図る 

 資源循環モデルの外部発信等を強化

する 

【環境面】 

「廃棄物」における PI

の創出・継続 

「水域」における NI の

抑制・緩和 

 

＜2024年 12 月期＞ 

 食品残渣仕入量 18,787t 

⑧ 

【家畜排せつ物の 

再生利用率 100％の維持】 
 家畜排せつ物の再生利用率（堆肥化）

100％を維持する 

 牛舎の拡大と販路の拡大を図る 

 適切な発酵管理による堆肥化プロセス

の安定運用を図る 

＜2024年 12 月期＞ 

 家畜排せつ物の再生利用率（堆肥化）
100％ 

⑨ 

【ISO14001 認証の継続】 
 ISO14001 の認証取得を継続する 

 環境方針と目標を定期的に見直し、更

新する 

 環境関連法規の遵守状況の確認と内

部監査を実施し、適切な運用体制を維

持する 

 従業員への環境教育、意識向上活動

を実施する 

＜現状＞ 

 2003 年より認証取得継続 

※1 JGAP 認証とは、農林水産省が推奨する「持続可能で安全な農業経営」を実現するための第三者認証制度。(正式名称：Japan Good Agriculture Practice、 

日本の良い農業の取り組み) 農産物や畜産物の生産現場において、食品安全、環境保全、労働安全、追跡可能性（トレーサビリティ）等の項目を体系的に 

管理していることを示している。 

※2 生産情報公表牛肉ＪＡＳ認証とは、農林水産省が定めたＪＡＳ規格の一つで、牛肉の生産履歴と品質情報を明確に開示して販売できることを示す第三者認証 

制度。消費者に対し、生産者情報や飼料情報、飼養管理情報、トレーサビリティ等を透明に開示している。 
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VI . モニタリング 

  VI -1. インパクトの管理体制と開示方法 

同社では、本件に取り組むにあたり、松永 和平 代表取締役を中心に会社の理念や方針、それらに基づく制度

や活動を整理し、同社の事業活動が環境・社会・経済に与えるインパクトを確認し、SDGs との関連性や KPI の設

定について検討を重ねた。 

本件実行後においても、実行責任者である松永 和平 代表取締役、および実行担当者である松永 早苗 取締

役を中心に、全従業員でPIの創出・継続、NIの抑制・緩和に取り組む。実行責任者が中心となり、取り組みの目的

や意義を社内へ浸透させ、KPIの達成に向けて活動を実施していく。 

◆管理体制 

実行責任者  代表取締役 松永 和平 

実行担当者  取締役 松永 早苗 

 

  VI -2. 銀行によるモニタリング 

山口銀行および YMFGグロースパートナーズは、本件の融資契約期間中において、当初企図した PIが創出・継

続していること、重大な NI が適切に抑制・緩和されていることをモニタリングする。モニタリング期間中に達成した

KPIに関しては、達成後もその水準を維持していることを確認する。なお、経営環境の変化などにより KPIを変更す

る必要性が生じた場合は、山口銀行と YMFG グロースパートナーズ、同社の 3 者にて協議の上、再設定を検討す

る。  

本件の取り組みにあたり、インパクトを生み出す活動や KPI等に関して、少なくとも年に 1回、定期的に情報開示

することを契約事項に組み込んでおり、公開情報での確認や営業店担当者の日々の対話によって達成状況をフォ

ローアップする体制を構築している。また、このフォローアップは単なる KPIの進捗確認ではなく、必要に応じてイン

パクト実現に向けた対応策等に関するエンゲージメントを行うものである。 

以  上 
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【留意事項】 

1. 本評価書は、YMFG グロースパートナーズが、山口銀行から委託を受けて作成したもので、YMFG グロースパ

ートナーズが山口銀行に対して提出するものです。 

2. 本評価書の内容は、山口銀行が現時点で入手可能な公開情報、株式会社松永牧場から提供された情報やヒ

アリングなどで収集した情報に基づき、現時点での状況を評価したものであり、将来における実現可能性、ポ

ジティブな成果等を保証するものではありません。 

3. YMFGグロースパートナーズが本評価に際して用いた情報は、YMFGグロースパートナーズがその裁量により

信頼できると判断したものではありますが、これらの情報の正確性等について独自に検証しているわけでは

ありません。これらの情報の正確性、適時性、網羅性、完全性、および特定目的への適合性その他一切の事

項について、明示・黙示を問わず、何ら表明または保証をするものではありません。 

4. 評価を実施するに当たっては、国連環境計画金融イニシアティブ（UNEP FI）が提唱した「ポジティブ・インパクト

金融原則」及び ESG 金融ハイレベル・パネル設置要綱第 2 項（4）に基づき設置されたポジティブインパクトフ

ァイナンスタスクフォースがまとめた「インパクトファイナンスの基本的考え方」に準拠しながら実施しています。

なお、㈱格付投資情報センターから、本ポジティブ・インパクト・ファイナンスに関する第三者意見書の提供を

受けています。 
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山口銀行 ポジティブインパクトファイナンス 2025年 10月 31日 

株式会社松永牧場 サステナブルファイナンス本部 

 担当アナリスト：石井 雅之 

 
格付投資情報センター（R&I）は山口銀行が松永牧場に対して実施するポジティブインパクトファイナンスについ

て国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原則）に適合してい
ることを確認した。 

R&I は別途、山口銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確認してい
る 1。今回のファイナンスに関して山口銀行の調査資料の閲覧と担当者への質問を実施し、実施体制が本件に適
用されていることを確認した。 

山口銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 

社名 株式会社松永牧場 

所在地 島根県益田市 

設立 1973 年 8 月 

資本金 5,846 万円 

事業内容 肉牛の繁殖・肥育、牛糞堆肥製造・販売、飼料作物の生産、食品残渣の飼料再生 

売上高 36 億円 （2024 年 12 月期） 

従業員数 30 名（2025 年 9 月時点）  

 

(2) インパクトの特定 

山口銀行と YMFG グロースパートナーズは対象先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリュ
ーチェーンの各段階において発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応させてイン
パクトニーズを確認した。また、当社の事業活動が影響を与える地域におけるインパクトニーズとの整合性につい
て、持続可能な開発ソリューションネットワーク（SDSN）が提供する SDG ダッシュボードなどを参照し確認した。 

 

(3) インパクトの評価 

山口銀行と YMFG グロースパートナーズは特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整理
して KPI を設定した。ポジティブインパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。また、
山口フィナンシャルグループが掲げる重点課題（マテリアリティ）と方向性が一致することを確認した。 

 

 

 

 
1 2023 年 10 月 17 日付セカンドオピニオン「株式会社山口銀行 ポジティブインパクトファイナンス実施体制」 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2023/10/news_release_suf_20231017_jpn.pdf 
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① 上質な和牛の提供 

インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトの創出・継続 

インパクトエリア 「健康及び安全性」、「食糧」 

関連する SDGs 

 

KPI 達成に向けた具体的

な取り組み 

 JGAP に準じた島根県の認証制度である「美味しいしまね認証ゴールド」の取

得を維持する 

 JGAP認証取得に求められる生産工程管理、衛生管理、記録管理体制を整

備する 

 認証取得に向けたスケジュール管理を徹底するとともに、従業員へ GAP 基

準の周知を行う 

 JGAP 認証取得後、第三者認証機関からの年次審査や定期モニタリングへ

の対応を継続する 

 獣医師との連携強化により疾病予防・早期治療に努める 

 飼養環境の定期的な点検と衛生管理の徹底を図る 

 牛個体ごとの成長データや摂取量を詳細に管理し、データに基づいた栄養

設計を行う 

 生産履歴の正確な記録と追跡可能な管理体制を維持する 

 関係法令や規格の最新情報を収集し反映できる体制づくりを行う 

 定期的な社内点検と改善を実施するとともに、職員へ JAS 規格に関する教

育を強化する 

目標・KPI 【JGAP 認証の取得】 

2028 年 12 月までに JGAP 認証※1 を取得し、以降継続する 

＜現状＞ 

未取得 

※1：農林水産省が推奨する「持続可能で安全な農業経営」を実現するための

第三者認証制度（正式名称：Japan Good Agriculture Practice、日本の良い農

業の取り組み)。農産物や畜産物の生産現場において、食品安全、環境保全、

労働安全、追跡可能性（トレーサビリティ）等の項目を体系的に管理していること

を示している 

 

【低い事故率の維持】 

毎年の事故率（牛の死亡率）1%を維持する ※同業者平均値 3% 

＜2024 年 12 月期＞ 

1.0005% 

(1 年間に死亡した頭数/現状の家畜数) 

 

【JAS 規格認証の継続】 

生産情報公表牛肉 JAS 規格※2 の認証取得を継続する 

＜現状＞ 

2004 年より認証取得継続 

※2：農林水産省が定めたＪＡＳ規格の一つで、牛肉の生産履歴と品質情報を

明確に開示して販売できることを示す第三者認証制度。消費者に対し、生産者

情報や飼料情報、飼養管理情報、トレーサビリティ等を透明に開示している 
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② 健康を重視した職場環境の創出 

インパクトの種類 
社会的側面においてポジティブインパクトの創出・継続 

社会的側面においてネガティブインパクトの抑制・緩和 

インパクトエリア 「健康及び安全性」「雇用」 

関連する SDGs 

 

KPI 達成に向けた具体的

な取り組み 

 安全教育の回数を増やし、組織全体の安全意識の向上を図る 

 車両系、フォークリフトの技能講習終了証を全員取得する 

 5 日以上連続有給休暇取得者へ奨励金を支給する 

 取得計画の策定と管理職による取得推奨を行い、休暇取得しやすい職場

風土を醸成する 

 従業員に健康経営優良法人認定の内容理解を促すとともに、定期的に労

使間でコミュニケーションをとることで、よりよい職場環境を整える 

 健康経営実践に向けた PDCA サイクルを運用する 

目標・KPI 【労災事故件数の減少】 

休業 5 日以上のけがを毎年ゼロにする 

＜2024 年 12 月期＞ 

2 件 

 

【有給休暇取得日数の増加】 

2030 年 12 月期までに平均有給休暇取得日数を 11 日にする 

＜2024 年１2 月期＞ 

平均有給休暇取得日数 5 日 

 

【健康経営認定法人の継続】 

健康経営優良法人認定を継続更新する 

＜現状＞ 

2025 年 3 月取得 
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③ 循環型農業の実現 

インパクトの種類 
環境的側面においてポジティブインパクトの創出・継続 

環境的側面においてネガティブインパクトの抑制・緩和 

インパクトエリア 「廃棄物」「水域」 

関連する SDGs 

  

KPI 達成に向けた具体的

な取り組み 

 お茶かす等、仕入れる食品残渣の種類を増やす 

 食品加工業者との連協強化や新規開拓を図る 

 資源循環モデルの外部発信等を強化する 

 牛舎の拡大と販路の拡大を図る 

 適切な発酵管理による堆肥化プロセスの安定運用を図る 

 環境方針と目標を定期的に見直し、更新する 

 環境関連法規の遵守状況の確認と内部監査を実施し、適切な運用体制を

維持する 

 従業員への環境教育、意識向上活動を実施する 

目標・KPI 【食品残渣の仕入量増加】 

2030 年 12 月までに食品残渣の年間仕入量を 20,000t 以上にする 

＜2024 年 12 月期＞ 

食品残渣仕入量 18,787t 

 

【家畜排せつ物の再生利用率 100%の維持】 

家畜排せつ物の再生利用率（堆肥化）100%を維持する 

＜2024 年 12 月期＞ 

家畜排せつ物の再生利用率（堆肥化）100% 

 

【ISO14001 認証の継続】 

ISO14001 の認証取得を継続する 

＜現状＞ 

2003 年より認証取得継続 

 

(4) モニタリング 

山口銀行は対象先および YMFG グロースパートナーズの各担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本
PIF で設定した KPI の進捗状況について共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い対象先のインパク
ト実現に向けた支援を実施する。 

 

以 上 
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